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乱 流 理 論





Landau と Hope(Landau1944) は, 1aminarflow からturbulence-の移行は, Re





Kolmogorov(1941)は inertialregionでは,少数の parameterにより記述 され･.5
y(viscosity)に関係 しないと考え,次元解析によ り,エネルギースペクトラムが k 3(k
;波数 )になることを示 した｡
≠ Experimentalobserbations























4次の cumulant を0におくと,エネルギースペク トラムに,負の状態が生 じるこ
とになる｡
b)Directinteractionapproximation(DIA)
Kraichnanにより導入されたDIAは,エネルギースペクトラムが k 2 になるこ5








dcが存在 しないことが中野先生により示されたo spin系の Hamiltonian との対
応によ｡kBTに対応す るのは乱流ではk~dにすればよいことがわかるo すなわち乱
れの大きさにより,その乱kのもっているエネルギーが違 うことがわかる. 乱流 の
Hamiltonianを速度場 により展開し･くりこみ群 を応用することによりd｡が存 在し
ないことを示された｡
(松葉育雄 )
非 晶 質 磁 性
講師 名大理 金 吉 敬 人
最近実用上の見地から重要視されるようになってきた非晶質磁性体 (希薄磁性体も含
む )についての講義
-143-
